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姉
崎
正
治
の
宗
教
意
識
の
形
成

古
賀
元
章

は
じ
め
に

後
に
国
内
外
で
著
名
な
宗
教
学
者
と
な
る
姉
崎
正
治
（
一
八
七
三
！
一
九
四

九
）
が
宗
教
意
識
に
目
覚
め
る
原
点
は
、
家
族
の
者
が
信
仰
心
の
厚
い
生
家
に

あ
る
。
幼
少
期
の
姉
崎
の
宗
教
意
識
は
、
両
親
の
家
業
の
観
察
、
勤
行
や
お
寺

参
り
を
通
し
て
祖
母
の
行
う
日
々
の
族
に
よ
っ
て
養
わ
れ
て
い
る
。
生
家
を
訪

れ
た
二
人
の
僧
侶
の
話
は
少
年
期
の
姉
崎
に
、
宗
教
を
学
問
と
し
て
勉
強
す
る

き
っ
か
け
を
与
え
る
。
同
じ
頃
に
通
学
し
た
私
塾
で
彼
は
、
宗
教
の
進
化
に
つ

い
て
の
科
学
的
な
解
釈
を
学
ぶ
。
姉
崎
の
宗
教
思
想
の
萌
芽
は
、
幼
少
期
を
生

家
で
過
ご
し
た
家
庭
環
境
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
右
述
し
た
姉
崎
の
幼
少
期
の
出
来
事
に
注
目
し
て
、
彼
の

宗
教
意
識
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
指
摘
し
た
い
。
（
注
一
）

姉
崎
家
の
系
譜
と
家
族

姉
崎
正
治
が
宗
教
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
原
点
は
京
都
の
生
家
で
あ
る

と
言
え
る
。
こ
の
原
点
と
姉
崎
の
宗
教
意
識
の
萌
芽
と
の
関
係
を
考
察
す
る
た

め
、
彼
の
死
去
後
に
刊
行
さ
れ
た
自
伝
書
『
新
版
わ
が
生
涯
』
（
一
九
七
四
）

の
次
の
よ
う
な
回
想
に
注
目
し
た
い
。

自
分
が
、
宗
教
学
に
志
し
た
も
と
の
起
り
は
、
姉
崎
家
の
家
系
に
よ
る
。

姉
崎
の
家
は
、
上
総
の
姉
ヶ
崎
か
ら
出
た
と
い
う
事
で
あ
る
が
、
そ
の
間

全
く
空
虚
の
時
代
が
あ
る
。
そ
し
て
、
家
系
が
明
か
に
な
っ
て
以
来
は
、

仏
光
寺
派
の
絵
所
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
阿
弥
陀
如
来
の
像
を
書
い
て
、
門

徒
に
供
給
す
る
役
目
で
あ
っ
た
。
そ
の
初
め
は
、
幕
初
、
延
宝
年
間
古
文

書
で
姉
崎
永
喜
と
い
う
人
に
、
東
寺
か
ら
貰
っ
た
絵
所
の
辞
令
で
あ
る
。

こ
の
永
喜
と
い
う
人
は
余
程
長
命
で
あ
っ
た
と
み
え
て
、
三
十
余
年
後
に

死
ん
で
い
る
が
、
そ
の
時
は
既
に
仏
光
寺
の
絵
所
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ

以
後
は
、
戒
名
で
み
る
と
、
皆
真
宗
の
門
徒
で
あ
っ
た
・
・
・
・
・
・
。
そ

し
て
、
永
喜
か
ら
八
代
目
が
即
ち
、
正
治
で
あ
る
。
（
注
二
）

姉
崎
家
の
家
系
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
延
宝
年
間
の
古
文
書
で
姉
崎
永
喜

｜
一
七
二
九
）
が
、
東
寺
か
ら
浄
土
真
宗
仏
光
寺
派
の
絵
所
（
本
尊
の
阿
弥
陀

知
来
の
像
を
描
い
て
、
門
徒
に
提
供
す
る
仕
事
）
の
辞
令
を
受
け
取
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
姉
崎
家
の
『
文
化
十
四
年
明
治
五
年
年
回
忌
引
』
（
東
京
大
学
文

学
部
宗
教
学
研
究
室
に
保
管
）
に
は
、
「
享
保
十
四
年
酉
年
三
月
五
日

l
釈

永
喜
同
八
十
九
年
三
」
、
「
宝
暦
四
戊
年
八
月
十
九
日

l
釈
永
喜
同
八

十
九
年
三
」
、
「
宝
暦
四
戊
年
八
月
十
九
日

l
釈
永
仙
同
六
十
四
年
（
以

下
略
）
」
、
「
寛
政
十
元
酉
年
八
月
十
九
日

i
釈
永
正
同
廿
九
年
五
九
文

化
二
丑
年
七
月
三
日
｜
釈
永
覚
」
、
「
天
保
十
三
寅
年
九
月
三
日

l
釈

永
見
三
十
一
年
」
、
「
明
治
五
申
年
正
月
十
二
日

i
釈
証
永
」
と
記
さ
れ

て
い
る
（
注
一
二
）
。
釈
永
喜
と
い
う
戒
名
は
、
『
新
版
わ
が
生
涯
』
で
言
及
し

た
姉
崎
永
喜
を
指
す
。
釈
証
永
の
没
年
の
明
治
五
年
は
、
姉
崎
正
治
が
誕
生
し

た
一
八
七
三
年
の
前
年
で
あ
る
。
姉
崎
正
治
の
自
伝
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
前
年

に
彼
の
祖
父
の
姉
崎
織
衛
（

l
一
八
七
二
）
が
死
去
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
釈
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証
永
は
姉
崎
正
治
の
祖
父
で
あ
る
。
姉
崎
正
治
の
述
懐
を
参
考
に
し
て
祖
父
が

六
代
目
だ
と
す
れ
ば
、
初
代
か
ら
順
に
、
釈
永
喜
、
釈
永
仙
（
｜
一
七
五
四
）
、

釈
永
正
（

l
一
七
八
九
〔
寛
政
元
］
）
、
釈
永
覚
（

l
一
八

O
五
［
文
化
二
］
）
、

釈
永
見
（

l
一
八
四
二
［
天
保
十
三
］
）
、
釈
証
永
［
姉
崎
織
衛
〕
、
姉
崎
正
治
の

父
親
の
姉
崎
正
盛
（
一
八
三
七
［
天
保
八
］

l
八
一
［
明
治
十
四
］
）
と
な
る
。

釈
永
喜
か
ら
釈
証
永
ま
で
の
戒
名
に
は
真
宗
特
有
の
「
釈
」
が
付
い
て
い
る
の

で
、
こ
れ
ら
の
先
祖
は
、
姉
崎
正
治
が
述
べ
る
よ
う
に
、
同
宗
の
門
徒
と
し
て

仏
光
寺
派
の
絵
所
を
家
業
と
し
て
い
た
と
言
え
る
。

姉
崎
正
治
の
生
家
で
は
、

父
親
の
姉
崎
正
盛
、

母
親
の
姉
崎
楚
天
（
一
八
五

ゆ

た

一l
i
t

－
－
一
九
一
七
）
、
祖
母
の
姉
崎
由
多
（
一
八
一
八
｜
九
一
二
）
が
住
ん
で
い
た
。

姉
崎
正
盛
の
仕
事
は
、
釈
永
喜
か
ら
釈
証
永
ま
で
営
ま
れ
て
き
た
絵
所
で
あ
る
。

『
正
盛
親
族
書
』
（
東
京
大
学
文
学
部
宗
教
学
研
究
室
に
保
管
）
に
よ
れ
ば
、
姉

崎
正
盛
は
「
若
州
大
飯
郡
康
問
村
郷
土
」
（
注
四
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記

述
は
、
「
父
は
若
狭
の
豪
士
、
佐
分
利
村
か
ら
来
た
人
で
あ
っ
た
」
（
注
五
）
と

い
う
姉
崎
正
治
の
回
想
を
裏
づ
け
て
い
る
。
姉
崎
正
盛
が
描
い
た
絵
は
、
真
宗

の
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
、
宗
祖
の
親
驚
、
歴
代
の
門
主
の
肖
像
な
ど
で
あ
り
、

当
時
の
門
主
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
て
信
徒
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。
姉
崎
正
盛
の

絵
所
は
、
仏
師
・
表
具
所
・
和
讃
所
と
共
に
御
譜
代
四
職
と
位
置
づ
け
ら
れ
る

重
要
な
職
掌
を
担
う
ほ
ど
の
腕
前
で
あ
る
（
注
六
）
。

姉
崎
家
の
『
文
化
十
四
年
明
治
五
年
年
回
忌
』
（
東
京
大
学
文
学
部
宗
教

学
研
究
室
に
保
管
）
で
は
、
「
弘
化
四
末
年
十
二
月
十
四
日
｜
釈
妙
詮
童

女
・
・
・
」
、
「
同
五
年
申
五
月
廿
日
日
釈
妙
覚
童
女
・
・
・
」
、
「
嘉
永
二

酉
年
七
月
十
晦
日
釈
永
秀
童
子
・
・
・
」
と
記
録
さ
れ
て
（
注
七
）
、
祖

父
母
が
子
供
た
ち
を
亡
く
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
『
楚
天
親
族
書
』
（
同
研

究
室
に
保
管
）
で
は
、
姉
崎
織
衛
に
つ
い
て
「
元
彦
根
藩
家
中
橋
本
亡
弥
衛

門
伴
・
・
・
」
（
注
入
）
と
書
か
れ
、
姉
崎
由
多
に
つ
い
て
「
閑
院
宮
御
内
竹

原
外
記
妹
」
（
注
九
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
姉
崎
正
治
の
祖
父
母
の
姉

崎
織
衛
と
姉
崎
由
多
は
そ
れ
ぞ
れ
、
彦
根
藩
橋
本
家
と
、
閑
院
宮
（
四
親
王
家

の
一
つ
）
に
仕
え
て
い
た
竹
原
家
か
ら
姉
崎
家
に
養
子
と
な
っ
て
い
る
。
仏
光

寺
が
発
行
す
る
『
傍
光
寺
辞
典
』
は
、
「
［
姉
崎
の
］
母
は
京
都
西
徳
寺
よ
り
嫁

し
て
い
る
」
（
注
一

O
）
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
柄
か
ら
、
姉
崎
楚
天
は

姉
崎
家
の
跡
取
り
娘
と
な
り
、
姉
崎
正
盛
を
婿
と
し
て
迎
え
入
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
姉
崎
正
盛
が
激
し
い
下
痢
で
衰
弱
し
て
急
逝
し
た
後
、
楚
天
は
十
軒
の

借
家
か
ら
収
入
を
得
た
り
絵
所
を
守
っ
て
仏
画
を
分
け
与
え
た
り
し
て
、
家
計

を
支
え
て
い
る
（
注
一
一
）
。

生
家
で
姉
崎
正
治
を
験
し
た
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
祖
母
の
姉
崎
由
多
で
あ
る
。

彼
は
司
新
版
わ
が
生
涯
』
の
中
で
、
そ
の
援
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。
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宗
教
的
感
化
と
し
て
は
、
自
分
の
幼
時
に
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
を
唱
え
た

が
、
敢
て
そ
の
信
仰
に
傾
い
た
の
で
は
な
く
、
殊
に
祖
母
は
極
め
て
敬
度

の
人
で
あ
っ
た
が
、
敢
て
宗
義
を
も
っ
て
教
育
し
た
の
で
は
な
く
、
今
も

尚
生
き
生
き
と
覚
え
て
い
る
が
、
勤
行
の
時
に
手
を
合
せ
な
が
ら
、
如
来

様
は
実
は
お
慈
悲
の
か
た
ま
り
だ
と
教
え
ら
れ
、
お
慈
悲
と
い
う
意
味
は

分
か
ら
ぬ
な
が
ら
に
、
只
何
と
な
く
親
し
い
感
を
し
た
。
（
注
一
二
）



子
供
の
時
に
は
祖
母
が
家
の
中
心
で
、
そ
の
敬
度
な
風
で
育
っ
た
。
朝
夕

二
度
は
必
ず
勤
行
し
、
先
に
述
べ
た
、
如
来
様
は
お
慈
悲
の
か
た
ま
り
だ

と
い
う
話
も
、
そ
の
勤
行
の
時
間
い
た
の
で
あ
る
。
（
注
二
二
）

そ
の
祖
母
が
極
め
て
敬
度
の
念
の
深
い
人
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
感
化
を

自
分
は
受
け
、
祖
母
に
伴
わ
れ
て
お
寺
詣
り
を
し
、
説
教
を
聴
い
て
、
だ

ん
だ
ん
に
宗
教
心
の
芽
生
え
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
（
注
一
四
）

姉
崎
由
多
は
孫
の
姉
崎
正
治
に
、
家
で
朝
夕
に
勤
行
さ
せ
た
り
、
近
く
の
仏

光
寺
へ
お
参
り
さ
せ
た
り
し
て
い
る
。
祖
母
の
挨
に
よ
っ
て
、
彼
の
心
の
中
に

信
仰
心
が
芽
生
え
て
い
る
。
姉
崎
正
治
の
信
仰
心
の
芽
生
え
は
ま
た
、
彼
が
生

家
の
絵
所
を
観
察
し
て
い
た
こ
と
と
深
く
関
係
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

姉
崎
が
生
ま
れ
た
一
八
七
三
年
の
一
月
、
梓
亙
・
懇
祈
祷
・
狐
下
げ
な
ど
が

迷
信
と
し
て
禁
止
さ
れ
、
布
教
が
教
導
職
に
限
定
さ
れ
る
。
同
年
二
月
、
キ
リ

ス
ト
教
禁
止
の
高
札
が
撤
回
さ
れ
る
。
一
八
七
七
年
十
月
、
教
部
省
が
廃
止
さ

れ
、
内
務
省
寺
社
局
が
設
置
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
圏
内
の
宗
教
改
革
の
嵐
と

は
無
縁
に
、
彼
は
京
都
で
、
真
宗
を
中
心
と
し
た
宗
教
的
雰
囲
気
に
包
ま
れ
な

が
ら
幼
少
期
を
送
っ
て
い
る
。

平
井
金
三
の
宗
教
諭

姉
崎
正
治
は
、
一
八
八
三
年
三
月
に
自
宅
の
近
く
の
豊
園
小
学
校
初
等
科
を

修
了
し
た
と
き
京
都
の
下
京
区
三
十
余
校
で
首
席
で
あ
っ
た
が
、
入
学
成
績
が

十
分
で
な
か
っ
た
た
め
一
八
八
七
年
九
月
に
大
阪
の
第
三
高
等
中
学
校
別
科
三

級
へ
仮
入
学
す
る
（
注
一
五
）
。
入
学
試
験
が
よ
く
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、

親
元
を
離
れ
大
阪
に
在
学
す
る
こ
と
が
気
が
か
り
と
な
っ
た
り
、
い
つ
も
同
じ

内
容
を
読
ま
せ
て
い
た
英
語
の
教
師
の
怠
け
癖
に
嫌
気
を
さ
し
た
り
し
て
、
彼

は
翌
年
八
月
に
こ
の
中
学
校
を
退
学
す
る
（
注
二
ハ
）
。

京
都
に
戻
っ
て
英
語
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
十
四
、
十
五
歳
の
と
き
姉
崎
は

き

ん

ざ

一
八
八
五
年
に
在
野
の
英
学
者
の
平
井
金
三
（
一
八
五
九
｜
一
九
一
六
）
が
開

設
し
た
私
塾
の
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
l
ル
に
通
っ
て
い
る
。
姉
崎
は
『
新
版
わ

が
生
涯
』
の
中
で
、
こ
の
私
塾
の
授
業
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
思
い
出
し
て
い

る。

予
は
元
来
特
別
仏
教
に
関
係
の
あ
る
家
に
生
ま
れ
た
れ
ば
幼
少
の
頃
よ

り
仏
を
礼
拝
す
る
こ
と
を
習
ひ
、
無
邪
気
に
し
て
忠
実
な
る
心
を
も
て
信

仰
し
つ
L

々
あ
り
き
、
然
る
に
十
四
五
歳
の
頃
、
某
〔
平
井
金
三
］
氏
に

つ
き
て
英
学
を
研
究
し
つ
〉
あ
り
し
が
某
人
は
大
の
ス
ペ
ン
サ

l
主
義

に
て
、
凡
の
事
柄
は
何
で
も
進
化
論
に
て
解
釈
せ
ら
る
〉
由
を
言
は
れ
宗

教
の
如
き
も
亦
進
化
論
に
て
立
派
に
説
明
せ
ら
る
〉
と
の
意
見
を
聴
き

た
れ
ば
其
頃
よ
り
し
て
幼
児
の
信
念
や
〉
薄
ら
ぎ
往
く
・
・
・
・
・
・
。
（
注
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こ
こ
で
、
姉
崎
に
生
家
で
仏
様
を
礼
拝
す
る
信
仰
心
を
薄
ら
ぎ
さ
せ
る
ほ
ど

の
強
い
影
響
を
与
え
た
平
井
の
教
育
を
検
討
し
て
み
た
い
。
平
井
は
、
一
八
七

一
年
に
京
都
の
独
逸
学
校
へ
入
学
す
る
が
、
英
語
に
興
味
を
示
し
て
二
年
後
に

英
学
校
へ
移
る
。
し
か
し
彼
は
、
試
験
制
度
が
あ
る
英
学
校
を
嫌
う
。
そ
れ
は
、

試
験
合
格
だ
け
が
目
的
と
な
っ
て
、
十
分
な
学
び
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
（
注



一
八
）
。
そ
こ
で
外
国
人
か
ら
英
語
を
学
ぶ
た
め
遊
学
し
た
長
崎
で
、
彼
ら
が
日

本
人
に
対
し
て
行
う
野
蛮
な
扱
い
に
憤
慨
す
る
。
平
井
が
死
去
し
た
際
、
こ
の

憤
慨
に
つ
い
て
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ

i
ル
の
卒
業
生
で
、
後
に
仏
教
学
者
・
教

と
つ
ど
う

化
運
動
家
と
な
っ
た
加
藤
哨
堂
（
一
八
七

O
l
一
九
四
九
）
は
次
の
よ
う
に
述

懐
す
る
。

ま
じ
は
り

中
学
を
終
り
て
長
崎
に
遊
び
交
を
外
国
人
に
結
び
て
語
学
を
研
鎖
す
と

雄
も
、
其
の
所
謂
文
明
国
民
な
る
も
の
が
、
常
に
邦
人
を
野
蛮
視
し
、
事
毎

に
侮
辱
の
意
を
寓
す
る
を
憎
み
、
僚
慨
私
に
邦
家
の
た
め
に
此
の
屈
辱
を

そ

々

た

ま

た

雪
が
ん
と
欲
し
、
偶
ま
外
教
の
浅
薄
不
合
理
に
し
て
我
が
仏
教
に
劣
る
こ

だ
ん
ぱ
く

と
数
等
な
る
を
見
る
や
、
「
新
約
全
書
弾
駁
」
な
る
一
書
を
著
し
、
堂
々

の
議
論
を
以
て
破
邪
の
鉄
槌
を
彼
等
の
頭
に
加
へ
、
自
ら
同
志
を
募
り
て

紀
憂
会
を
組
織
し
、
殆
ん
ど
長
崎
市
民
全
体
を
会
員
と
し
て
、
我
が
宗
教

の
優
勝
を
示
す
、
当
時
欧
化
主
義
盛
ん
に
し
て
仏
教
の
如
き
は
人
の
顧
る

も
の
な
し
（
注
一
九
）
。

加
藤
の
述
懐
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
平
井
が
長
崎
で
日
本
人
を
野
蛮
視
し
た

り
侮
辱
し
た
り
す
る
外
国
人
の
非
道
な
姿
を
目
撃
し
て
、
彼
ら
の
思
想
の
拠
り

所
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
に
反
対
す
る
行
動
を
起
こ
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
行

動
が
、
「
新
約
全
書
弾
駁
」
の
公
表
と
杷
憂
会
の
組
織
と
な
っ
て
表
れ
て
い
る
。

「
新
約
全
書
弾
駁
」
は
『
耶
蘇
偽
教
新
約
全
書
弾
駁
』
（
二
巻
）
（
一
八
八
三
）

で
あ
る
。
巻
一
で
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。

凡
ソ
宇
宙
ノ
万
事
万
物
皆
是
レ
自
然
ノ
理
ニ
合
セ
ザ
ル
者
ハ
真
正
ニ
非

ズ
今
仏
宗
教
ハ
自
然
ノ
理
ニ
依
テ
説
ク
者
也
故
ニ
是
ヲ
自
然
理
教
又
ハ

天
地
公
道
ノ
真
慈
教
ト
称
ス
ル
モ
可
也
蓋
シ
仏
宗
教
ニ
在
テ
ハ
唯
非
有

非
無
ナ
ル
理
ヲ
以
テ
教
ノ
基
本
ト
ス
此
ノ
非
有
非
無
ノ
理
ヨ
リ
万
法
ヲ

変
現
ス
此
因
縁
ノ
風
ニ
依
テ
非
有
非
無
寂
理
ノ
水
ヨ
リ
万
法
ノ
波
動
ヲ

生
ズ
別
ニ
能
造
者
ノ
カ
ヲ
借
ラ
ズ
唯
非
有
非
無
理
ヨ
リ
万
法
当
然
ト
シ

テ
生
ズ
其
生
ズ
ル
万
法
宛
然
ト
シ
テ
生
ズ
其
生
ズ
ル
万
法
宛
然
ト
シ
テ

空
ナ
リ
此
因
縁
生
ノ
故
ニ
非
有
非
無
ノ
理
ヲ
教
ノ
基
礎
ト
ス
量
自
然
ノ

理
ニ
シ
テ
天
地
万
物
ヲ
生
ス
ル
ニ
契
応
ス
ル
ニ
非
ス
ヤ
・
・
・
・
・
・
。
（
注

-4-

二
O）

仏
法
ハ
宇
宙
万
理
ノ
無
蓋
蔵
ニ
シ
テ
開
闘
以
前
己
ニ
宇
宙
ノ
中
ニ
備
ル
理

法
ナ
リ
・
・
・
・
・
・
（
注
二
一
）

平
井
は
、
仏
教
の
中
心
的
な
思
想
で
あ
る
〈
因
縁
〉
と
〈
空
〉
が
宇
宙
万
理

に
お
け
る
自
然
の
理
に
適
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
、
仏
教
の
真
正
を
主
張
す

る
。
こ
の
主
張
に
よ
っ
て
、
彼
が
日
本
の
伝
統
的
な
仏
教
が
優
れ
た
宗
教
で
あ

る
こ
と
を
説
く
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
仏
教
を
信
仰
す
る
日
本
人
が

外
国
人
か
ら
卑
下
さ
れ
る
よ
う
な
国
民
で
は
決
し
て
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
こ



と
も
読
み
取
れ
る
。

一九

O
O年
、
平
井
は
杷
憂
会
を
組
織
し
た
背
景
を
次
の
よ
う
に
英
語
で
書

い
て
い
る
。
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。戸同時キ
リ
ス
ト
教
に
反
対
し
て
、
大
衆
団
体
を
組
織
さ
え
し
た
。
外
国

諸
国
が
条
約
改
正
に
関
す
る
日
本
の
提
案
に
応
じ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
い

く
つ
か
の
理
由
に
よ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
わ
が
国
が
キ
リ
ス
ト
教
国
で
な

向
凶
斗
ょ
、

1
i
 

い
と
い
う
事
実
は
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。

（
拙
訳
）

「
大
衆
団
体
」
は
紀
憂
会
を
指
し
て
い
る
。
一
八
五
八
年
、
徳
川
幕
府
は
五
か

オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
）
と
通
商
条

国
（
ア
メ
リ
カ
、

ロ
シ
ア
、

約
を
結
ん
で
い
る
。
こ
の
通
商
条
約
は
、
三
項
目
（
外
国
へ
の
治
外
法
権
の
適

用
、
外
国
と
の
協
定
税
率
、
無
条
件
の
最
恵
国
待
遇
条
款
の
承
認
）
を
含
ん
で

い
た
の
で
、
日
本
側
に
不
利
な
不
平
等
条
約
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
紀
憂
会
の
目

標
は
、
徳
川
幕
府
が
欧
米
諸
国
と
結
ん
だ
不
平
等
条
約
を
改
正
し
て
、
日
本
が

諸
外
国
か
ら
文
明
国
家
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
諸
外
国
が
こ
の
改

正
に
同
意
し
な
い
の
は
、
平
井
が
右
の
英
文
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
日
本
が
キ

リ
ス
ト
教
国
で
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
、
万
国
公
法
と
い
う
国
際
法
は

西
洋
諸
国
の
み
に
適
用
さ
れ
た
。
「
西
洋
諸
国
で
構
成
さ
れ
る
文
明
国
家
に
は
国

家
主
権
が
認
め
ら
れ
、
た
が
い
の
政
治
的
自
立
が
尊
重
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ

の
一
方
で
未
開
国
は
主
権
者
の
い
な
い
未
開
拓
の
領
域
と
み
な
さ
れ
、
文
明
国

に
よ
る
植
民
地
化
の
対
象
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
両
者
の
中
間
に
位
置
す
る
万
国

は
半
文
明
化
の
国
土
と
さ
れ
、
主
権
は
制
限
さ
れ
た
か
た
ち
で
し
か
認
め
ら
れ

ず
、
文
明
諸
国
に
よ
る
管
理
の
も
と
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
」
（
注
二
四
）
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
万
国
公
法
の
実
施
の
有
無
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
日
本
は
、

明
治
政
府
が
存
在
す
る
と
は
い
え
、
外
国
人
に
よ
っ
て
半
文
明
化
さ
れ
た
野
蛮

国
と
見
な
さ
れ
た
と
言
え
る
。
そ
の
こ
と
は
、
平
井
が
長
崎
で
目
撃
し
た
こ
と

（
外
国
人
の
日
本
人
へ
の
卑
下
し
た
態
度
）
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

外
国
人
の
文
明
の
背
後
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
嫌
悪
感
を
抱
き
、
日

本
古
来
の
仏
教
の
優
秀
さ
を
説
く
平
井
は
、
京
都
で
新
島
嚢
（
一
八
四
三

i
九

O
）
が
キ
リ
ス
ト
教
系
の
同
志
社
英
学
校
（
一
八
七
五
年
に
設
立
）
を
開
い
て

い
る
の
を
知
る
。
こ
の
学
校
に
対
抗
し
て
、
彼
は
当
地
に
、
仏
教
系
の
オ
リ
エ

ン
タ
ル
ホ

l
ル
を
開
設
す
る
。
先
の
姉
崎
の
追
憶
に
よ
れ
ば
、
こ
の
私
塾
で
、

-5-

イ
ギ
リ
ス
の
社
会
学
者
ハ
！
パ

i
ト
・
ス
ベ
ン
サ

i

∞旬。ロ
g
n
H
∞N
0

・Hgω
）
の
進
化
論
に
基
づ
く
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
八

八
0
1九
0
年
代
の
日
本
で
は
、
ス
ベ
ン
サ
！
の
著
作
が
多
く
翻
訳
さ
れ
る
ほ

ど
、
社
会
進
化
論
に
依
拠
し
た
彼
の
社
会
有
機
体
説
が
流
行
し
て
い
た
（
注
二

五
）
。
こ
の
流
行
を
敏
感
に
感
知
し
て
、
平
井
は
ス
ペ
ン
サ
！
の
社
会
進
化
論
を

反

映

し

た

私

塾

を

運

営

す

る

。

「

進

歩

に

つ

い

て

i
そ
の
法
則

（
出
。
号
。
立

ス
ベ
ン
サ
i
が

と
原
因
」
（
号
。
も
．

2
h・．E
r
g
s
k
P
5
3
H∞印
ω）
の
中
で
、
「
同
質
か
ら

異
質
へ
の
変
化
は
、
文
明
全
体
の
進
歩
の
中
に
も
、
各
種
族
或
い
は
各
国
民
の



進
歩
の
中
に
も
等
し
く
見
ら
れ
、
現
在
な
お
加
速
的
に
進
歩
し
て
い
る
」
（
注
二

五
）
と
い
う
社
会
進
化
論
を
背
景
に
、
平
井
は
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
！
ル
を
発
行

所
と
す
る
雑
誌
『
活
論
』
二
号
に
「
総
合
宗
教
論
」
（
一
八
九

O
）
を
発
表
す

る
。
そ
こ
で
は
、
「
是
ニ
依
リ
テ
儀
式
宗
教
ニ
ハ
色
々
ノ
種
類
ア
リ
、
従
テ

色
々
ノ
名
称
モ
有
ル
コ
ト
ナ
レ
ド
モ
、
詮
ス
ル
処
其
大
体
ノ
性
質
ニ
至
テ
ハ

異
ナ
ル
コ
ト
ナ
ク
、
同
一
点
ヨ
リ
発
シ
タ
ル
一
線
中
ニ
種
々
ノ
形
状
ヲ
顕
シ

タ
ル
者
ナ
ル
ノ
ミ
こ
（
注
二
六
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
彼
は
点
と
線
を
持
ち

出
し
て
、
宗
教
の
形
態
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
説
明
は
、
ス
ベ
ン
サ
！
の

社
会
進
化
論
に
依
存
し
た
宗
教
の
発
達
（
同
質
の
状
態
か
ら
異
質
の
状
態
へ

の
変
化
）
を
踏
襲
し
て
い
る
。
幼
少
期
の
姉
崎
は
祖
母
を
介
し
て
、
阿
弥
陀

如
来
を
は
じ
め
と
す
る
仏
様
を
礼
拝
す
る
と
い
う
信
仰
を
抱
い
て
い
た
。
そ

れ
は
、
彼
が
仏
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
利
益
を
教
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す

る
。
そ
の
後
、
彼
は
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ

i
ル
で
、
ス
ベ
ン
サ
！
の
社
会
進
化

論
を
反
映
し
た
平
井
の
授
業
に
関
心
を
示
し
て
、
進
化
に
つ
い
て
興
味
を
覚

え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
た
興
味
は
、
姉
崎
が
幼
年
期
か
ら
抱
き
続
け
た

信
仰
が
次
第
に
薄
ら
い
で
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
彼
は
宗
教
の

発
達
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
魅
せ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
少
年

期
の
姉
崎
に
、
拝
む
仏
教
か
ら
論
理
的
に
考
え
る
宗
教
を
意
識
さ
せ
て
い
る
。

二
人
の
僧
侶
の
話

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
l
ル
に
通
っ
て
い
た
頃
、
姉
崎
正
治
の
記
憶
に
強
く
焼
く

つ
く
出
来
事
が
起
っ
て
い
る
。
彼
は
『
新
版
わ
が
生
涯
』
の
中
で
、
そ
の
出

来
事
を
次
の
よ
う
に
思
い
起
こ
し
て
い
る
。

一
家
は
真
宗
信
者
と
し
て
、
敬
度
な
家
庭
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、

わ
が
家
と
僧
侶
と
の
関
係
は
頗
る
強
く
、
僧
侶
が
わ
が
家
に
出
入
り
し
た

う
ち
で
、
今
も
尚
記
憶
に
残
る
の
は
、
有
馬
憲
文
と
善
連
法
玄
の
二
人
で
、

時
々
出
入
り
し
て
そ
の
頃
の
東
京
の
学
風
の
話
を
し
た
。
そ
れ
は
哲
学
館

の
出
来
た
頃
で
、
自
分
の
考
え
て
い
る
様
な
学
問
は
哲
学
だ
と
知
っ
た
。

し
か
し
、
た
だ
哲
学
で
な
く
、
や
は
り
宗
教
だ
と
い
う
事
を
ぼ
ん
や
り
な

が
ら
考
え
た
の
は
善
連
の
影
響
で
あ
っ
た
。

即
ち
、
ト
ル
コ
の
軍
艦
が
破
船
し
て
、
乗
組
の
軍
人
を
、
比
叡
、
金
剛

の
二
艦
で
ト
ル
コ
に
送
り
か
え
し
た
時
、
善
蓮
は
そ
れ
に
乗
り
込
ん
で
フ

ラ
ン
ス
に
行
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
博
物
館
の
仏
画
の
前
で
勤
行
を
し
た
と

い
う
物
語
り
を
し
た
事
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
自
分
に
は
中
々
の
感
化
を
与

え
た
。
そ
の
博
物
館
は
ミ
ュ
ゼ
・
ギ
メ
イ
で
、
自
分
も
の
ち
に
フ
ラ
ン
ス

に
行
っ
て
、
そ
の
時
ギ
メ
イ
博
物
館
は
パ
リ
に
移
っ
て
い
た
が
、
善
蓮
が

法
要
を
営
ん
だ
そ
の
仏
壇
の
前
に
立
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
こ
の
話

と
哲
学
館
の
話
が
一
緒
に
な
っ
て
、
自
分
は
何
か
そ
う
い
う
方
面
の
学
聞

を
す
る
の
だ
と
考
え
た
。
（
注
二
七
）
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姉
崎
家
が
仏
画
を
扱
う
絵
所
で
あ
る
た
め
、
そ
こ
に
僧
侶
た
ち
が
出
入
り
し

て
い
る
。
中
で
も
有
馬
憲
文
（
生
没
年
不
詳
）
と
善
連
法
玄
（
同
）
が
姉
崎
家

に
伝
え
る
東
京
の
学
風
は
、
一
八
八
七
年
に
仏
教
哲
学
者
の
井
上
円
了
（
一
八

五
八
！
一
九
一
九
）
が
創
設
し
た
ば
か
り
の
哲
学
館
（
東
洋
大
学
の
前
身
）
に

つ
い
て
の
様
子
で
あ
る
。
一
八
八
七
年
（
姉
崎
が
十
四
歳
）
に
着
目
す
る
と
、

少
年
期
の
彼
は
、
二
人
の
僧
侶
か
ら
の
話
に
感
銘
し
て
い
る
。
当
時
の
井
上
の

哲
学
思
想
に
注
目
し
て
、
二
人
の
僧
侶
が
姉
崎
に
伝
え
た
内
容
を
推
し
測
る
こ



と
と
す
る
。

一
八
八
七
年
、
井
上
は
越
後
の
長
岡
藩
（
現
在
の
新
潟
県
長
岡
市
）
に
あ
る

真
宗
大
谷
派
の
慈
光
院
に
生
ま
れ
る
。
幼
名
は
岸
丸
、
後
に
襲
常
、
得
度
し
て

円
了
と
称
す
る
。
井
上
の
『
仏
教
活
論
序
論
』
（
一
八
八
七
）
に
記
述
さ
れ
た
内

容
（
注
二
八
）
を
参
考
に
し
て
、
彼
の
生
い
立
ち
以
後
の
人
生
に
注
意
を
払
っ

て
み
よ
う
。
明
治
維
新
以
前
、
仏
教
の
教
育
を
受
け
る
。
廃
仏
按
釈
の
あ
お
り

で
、
仏
教
に
真
理
を
見
出
せ
ず
に
儒
教
を
修
め
た
が
、
儒
教
も
純
全
の
真
理
で

な
い
と
考
え
る
。
真
理
を
キ
リ
ス
ト
教
に
求
め
て
、
英
学
を
勉
学
す
る
。
し
か

し
、
こ
の
宗
教
に
も
満
足
を
得
ら
れ
ず
、
真
理
は
哲
学
の
研
究
に
あ
る
と
判
断

す
る
。
そ
こ
で
、
一
八
八
五
年
に
仏
教
を
改
革
し
て
世
界
の
宗
教
に
し
よ
う
と

決
心
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
彼
が
抱
い
て
い
た
当
時
の
既
成
仏
教
に
対
す
る
不

満
で
あ
る
。
そ
の
一
端
は
『
破
邪
新
論
』
（
一
八
八
五
）
の
中
で
、
「
仏
者
ハ
依

然
旧
ヲ
守
リ
高
臥
安
眠
更
ニ
護
法
ノ
策
ヲ
講
セ
ス
」
（
注
二
九
）
と
い
う
彼
の
発

言
に
う
か
が
わ
れ
る
。
一
八
八
五
年
は
、
彼
が
東
京
大
学
文
学
部
哲
学
科
を
卒

業
し
た
年
で
あ
る
。
卒
業
す
る
頃
、
文
部
省
（
現
在
の
文
部
科
学
省
）
へ
採
用

さ
れ
る
話
が
あ
っ
た
が
、
「
御
思
召
は
誠
に
有
難
い
で
す
が
、
素
よ
り
私
は
本
願

寺
の
宗
費
生
と
し
て
大
学
に
居
た
事
で
あ
る
か
ら
官
途
に
就
く
に
忍
び
な
い
の

み
な
ら
ず
、
且
つ
は
日
頃
の
誓
願
と
し
て
、
将
来
は
宗
教
的
教
育
的
事
業
に
従

事
し
て
、
大
い
に
世
道
人
心
の
為
に
蓋
痔
し
て
見
度
い
心
懸
だ
か
ら
」
（
注
三

O
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
宗
教
的
教
育
的
事
業
」
の
着
想
が
、
後
の
哲
学
館
の

創
設
と
い
う
形
で
実
現
す
る
こ
と
と
な
る
。

哲
学
館
の
開
館
式
が
一
八
八
七
年
八
月
三
日
に
行
わ
れ
る
頃
、
井
上
は
二
つ

の
評
論
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
生
か
将
来
の
目
的
事
業
に
就
て
一
言
を

述
へ
以
て
知
友
同
士
に
告
く
」
（
一
八
八
七
）
と
、
「
生
か
将
来
の
目
的
事
業
に

就
て
一
言
を
述
へ
以
て
知
友
同
士
に
告
く
（
承
前
）
」
（
同
）
で
あ
る
。
前
者
の

評
論
で
は
、
「
生
は
一
昨
明
治
二
十
年
夏
発
起
し
て
世
の
晩
学
に
し
て
速
成
を
求

む
る
者
、
貧
困
に
し
て
大
学
に
入
る
の
資
力
な
き
者
、
洋
語
に
通
せ
す
し
て
原

書
を
解
せ
さ
る
者
等
に
哲
学
諸
科
を
教
授
す
る
為
め
論
理
学
、
心
理
学
、
倫
理

学
、
審
美
学
、
社
会
学
、
宗
教
学
、
教
育
学
、
政
理
学
、
法
理
学
、
純
正
哲
学
、

日
本
哲
学
、
支
那
哲
学
、
印
度
哲
学
、
及
ひ
是
等
と
直
接
の
関
係
を
有
す
る
諸

科
を
研
修
す
る
私
立
学
を
創
設
せ
り
、
之
を
哲
学
私
立
学
を
創
設
せ
り
、
之
を

哲
学
舘
と
称
す
」
（
注
三
一
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
で
注
目
さ
れ
る

の
は
、
向
学
心
に
燃
え
る
者
な
ら
誰
に
で
も
、
様
々
な
領
域
に
関
す
る
授
業
を

開
放
す
る
井
上
の
大
胆
な
教
育
方
針
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
教
育
方
針
に
共
鳴

し
て
、
全
国
か
ら
多
く
の
受
講
生
が
集
ま
っ
て
い
る
。
後
者
の
評
論
で
は
、
宗

教
に
関
し
て
次
の
四
点
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
①
宗
教
は
「
他
の
百
般
の
事
物

の
変
化
の
精
神
中
に
一
種
不
変
の
精
神
を
保
続
す
る
の
性
質
あ
り
。
故
に
此
宗

教
固
有
の
性
質
ハ
、
国
家
発
達
の
元
素
に
加
ハ
り
て
、
其
形
質
事
情
の
諸
変
化

ヲ
連
続
し
て
散
失
せ
ら
し
む
る
に
大
に
力
あ
る
も
の
な
り
」
（
注
三
二
）
。
②
「
宗

教
ハ
真
理
巳
に
一
定
し
、
衆
人
皆
其
一
真
理
に
帰
し
て
、
合
同
す
る
を
要
す
る

を
以
て
、
衆
人
互
に
相
一
致
し
互
に
相
結
合
す
る
の
傾
向
あ
り
。
此
傾
向
亦
大

に
一
国
の
人
心
を
結
合
し
て
、
互
に
相
離
散
せ
さ
ら
し
む
る
に
加
ハ
り
て
カ
あ

る
も
の
な
り
」
（
注
三
三
）
。
③
「
宗
教
ハ
不
然
、
貧
富
貴
賎
を
諭
せ
す
、
賢
愚
利

鈍
を
別
た
す
、
皆
同
一
に
其
理
を
解
し
、
其
楽
を
受
く
へ
き
も
の
に
し
て
、
別

し
て
宗
教
の
益
ハ
愚
民
下
等
社
会
の
心
中
に
入
り
て
、
其
精
神
を
支
配
す
る
に

あ
り
」
（
注
三
四
）
。
④
「
宗
教
の
思
想
は
人
の
精
神
に
発
し
、
宗
教
の
変
化
は

人
の
精
神
を
動
か
し
、
宗
教
と
精
神
と
は
密
接
に
関
係
す
る
」
（
注
三
五
）
。
こ

れ
ら
四
点
を
要
約
す
れ
ば
、
宗
教
は
国
家
の
発
達
の
原
動
力
と
な
り
、
卑
賎
に
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関
係
な
く
人
々
の
団
結
カ
や
人
心
の
原
動
力
に
も
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

で
は
、
井
上
円
了
は
学
問
と
し
て
の
哲
学
と
宗
教
の
性
質
と
の
関
係
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
考
え
は
、
井
上
が
著
し
た
『
真
理

金
針
続
編
』
（
一
八
八
六

l
八
七
）
に
見
出
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
学
界
が
理
学

と
哲
学
に
分
け
ら
れ
る
。
理
学
が
理
論
（
純
正
理
論
）
と
実
際
（
製
造
学
、
器

械
学
等
）
に
細
分
化
さ
れ
、
哲
学
が
形
而
下
哲
学
と
形
而
上
哲
学
に
細
分
化
さ

れ
る
。
形
而
下
哲
学
が
理
論
（
心
理
学
）
と
実
際
（
倫
理
学
、
論
理
学
等
）
に

区
分
さ
れ
、
形
而
上
哲
学
が
理
論
（
純
正
哲
学
）
と
実
際
（
宗
教
）
に
さ
ら
に

区
分
さ
れ
る
（
注
三
六
）
。
形
而
上
哲
学
の
区
分
に
つ
い
て
、
「
宗
教
の
真
理
を

定
む
る
も
の
は
純
正
哲
学
に
し
て
純
正
哲
学
の
賓
用
を
示
す
も
の
是
れ
宗
教
な

る
」
（
注
三
七
）
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
純
正
哲
学
が
宗
教
の
真
理
の
理
論

面
を
扱
い
、
宗
教
が
そ
の
理
論
の
実
際
面
を
扱
う
の
で
あ
る
。
有
馬
憲
文
と
善

連
法
玄
は
少
年
期
の
姉
崎
に
、
前
述
し
た
事
柄
（
哲
学
館
の
設
立
理
念
、
宗
教

の
性
質
、
宗
教
の
真
理
の
理
論
面
と
し
て
の
哲
学
、
そ
の
理
論
の
実
際
面
と
し

て
の
宗
教
）
を
語
っ
た
で
あ
ろ
う
。

善
連
が
姉
崎
に
話
す
内
容
は
、
一
八
九

O
年
九
月
十
六
日
に
起
こ
っ
た
エ
ル

ト
ゥ
！
ル
ル
号
遭
難
事
件
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
海
軍
の
軍

艦
エ
ル
ト
ヮ
l
ル
ル
号
が
台
風
に
遭
遇
し
た
め
、
日
本
の
紀
伊
大
島
（
和
歌
山

県
東
牟
婁
郡
串
本
町
の
沖
合
）
で
座
礁
し
沈
没
す
る
。
同
年
十
月
五
日
、
明
治

政
府
の
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
の
比
叡
と
金
剛
は
、
生
存
者
を
母
国
の
首
都
の
イ
ス
タ

ン
プ
ル
に
送
り
届
け
る
。
『
新
版
わ
が
生
涯
』
の
中
で
の
姉
崎
の
記
憶
を
参
考

に
す
れ
ば
、
善
連
は
ど
ち
ら
か
の
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
に
乗
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
ギ

メ
東
洋
博
物
館
（
冨
g
b
o
O己
自
己
）
ま
で
行
き
、
仏
画
の
前
で
勤
行
を
し
た

こ
と
に
な
る
。
姉
崎
は
、
二
人
の
僧
侶
の
話
を
紹
介
す
る
引
用
文
の
後
に
第
三

高
等
中
学
校
の
入
学
（
一
八
八
八
年
）
と
卒
業
（
一
八
九
三
年
）
に
触
れ
て
い

る
の
で
（
注
三
八
）
、
善
連
の
法
要
の
話
を
問
中
学
校
の
在
学
中
に
知
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
彼
は
、
ギ
メ
東
洋
博
物
館
で
の
善
連
の
法
要
を
宗
教
の
真

理
の
理
論
の
実
際
面
と
し
て
判
断
し
、
そ
う
し
た
宗
教
の
性
質
を
学
問
と
し
て

勉
強
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
考
え
の
下
地
と
な
る
の
は
、
彼
が

十
四
、
十
五
歳
の
と
き
に
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ

l
ル
で
平
井
か
ら
宗
教
の
進
化
の

話
を
聞
い
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
幼
少
期
の
姉
崎
正
治
の
宗
教
意
識
が
形
成
さ
れ
る
原
点
は
、

生
家
で
の
家
族
の
者
（
両
親
、
祖
母
）
の
厚
い
信
仰
心
で
あ
っ
た
。
生
家
に
出

入
り
す
る
僧
侶
の
中
で
二
人
の
話
が
少
年
期
の
姉
崎
に
、
学
問
と
し
て
宗
教
を

考
え
る
き
っ
か
け
を
与
え
た
。
同
じ
頃
に
通
っ
た
私
塾
で
の
平
井
金
三
の
授
業

が
彼
に
、
宗
教
の
進
化
に
つ
い
て
の
科
学
的
な
理
解
の
仕
方
を
教
え
た
。
姉
崎

の
宗
教
意
識
は
、
幼
少
時
代
を
過
ご
し
た
生
家
で
の
家
庭
環
境
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
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お
わ
り
に

一
八
八
六
年
十
一
月
、
中
学
校
令
に
よ
り
、
近
畿
・
中
国
・
四
国
に
ま
た
が

る
第
三
区
が
定
め
ら
れ
、
高
等
中
学
校
が
京
都
に
設
置
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
一

八
八
九
年
九
月
、
大
阪
の
第
三
高
等
中
学
校
が
京
都
に
移
転
す
る
。
姉
崎
正
治

は
京
都
の
第
三
高
等
中
学
校
へ
生
家
か
ら
通
学
し
な
い
で
、
同
高
等
中
学
校
の

近
く
の
聖
護
院
村
や
吉
田
村
に
下
宿
し
た
り
（
注
三
八
）
、
後
に
寄
宿
舎
に
入

っ
た
り
（
注
三
九
）
す
る
。
こ
れ
は
、
両
親
と
祖
母
の
庇
護
の
も
と
で
育
っ
た

彼
が
自
立
し
よ
う
と
す
る
成
長
の
表
れ
で
あ
る
。

姉
崎
の
自
立
心
は
、
彼
が
発
起
人
と
な
っ
て
校
内
に
仏
教
青
年
会
を
組
織
す



る
行
動
に
も
見
ら
れ
る
。
仏
教
青
年
会
は
、
組
織
の
一
員
で
、
後
に
歴
史
学
者

と
な
る
喜
田
貞
吉
（
一
八
七
一
ー
ー
一
九
三
九
）
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
共
に
浄
土

も

ん

し

よ

う

れ

ん

じ

よ

う

宗
本
願
寺
派
僧
侶
で
あ
る
斉
藤
間
精
（
一
八
四

O
l
一
九

O
四
）
と
赤
松
連
城

（
一
八
四
一
s
・

a

・
－
一
九
一
九
）
を
招
い
て
、
仏
教
に
関
す
る
連
続
講
義
を
企
画
し

て
い
る
。
哲
学
館
が
創
設
さ
れ
た
一
八
八
七
年
頃
、
姉
崎
は
特
に
善
連
法
玄
の

話
か
ら
宗
教
と
い
う
も
の
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
姉
崎
の
校
内
活
動

は
、
第
三
高
等
中
学
校
が
一
八
八
九
年
九
月
に
京
都
へ
移
っ
た
以
降
の
出
来
事

な
の
で
、
善
連
の
話
が
直
近
の
影
響
で
あ
る
。
こ
の
校
内
活
動
の
影
響
の
土
台

は
、
絵
所
で
あ
っ
た
生
家
で
仏
教
と
触
れ
合
っ
た
暮
ら
し
に
認
め
ら
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
姉
崎
の
宗
教
意
識
の
形
成
は
、
生
家
で
の
家
庭
環
境
を
基
点
と

し
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

注四

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
幼
少
時
代
に
お
け
る
姉
崎
正
治
の
宗
教
意

識
の
萌
芽
」
『
言
語
文
化
学
会
論
集
』
四
二
、
二

O
一
四
年
に
記
述
さ
れ

た
内
容
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
た
い
。

姉
崎
正
治
著
・
姉
崎
正
治
先
生
生
誕
百
周
年
記
念
会
編
『
新
版
わ
が
生

涯
』
大
空
社
、
一
九
七
四
年
、
三
頁
。

金
子
奈
央
・
曽
部
珠
世
「
『
姉
崎
家
譜
』
に
つ
い
て
」
『
東
京
大
学
宗
教
学

年
報
』
一
九
、
二

O
O
二
年
、
三
五
頁
。

同
右
、
三
六
頁
。

姉
崎
・
姉
崎
正
治
先
生
生
誕
百
周
年
記
念
会
前
掲
『
新
版

九
頁
。

五

わ
が
生
涯
』

磯
前
順
一
・
高
橋
原
・
深
津
英
隆
「
姉
崎
正
治
伝
」
（
磯
前
・
深
津
編
『
近

代
日
本
に
お
け
る
知
識
人
と
宗
教

l
姉
崎
正
治
の
軌
跡
｜
』
東
京
堂
出
版
、

二
O
O
二
年
、
六
l
七
頁
。

金
子
・
曽
部
前
掲
「
『
姉
崎
家
譜
』
に
つ
い
て
」
三
六
頁
。

同
右
、
三
六
頁
。

九
同
右
、
三
六
頁
。

一
O
渋
谷
有
数
編
『
悌
光
寺
辞
典
』
仏
光
寺
、
一
九
八
四
年
、
二
頁
。

二
姉
崎
・
姉
崎
正
治
先
生
生
誕
百
周
年
記
念
会
前
掲
『
新
版
わ
が
生
涯
』

一
一
、
七
三
｜
七
四
頁
。

一
二
同
右
、
三
頁
。

一
三
同
右
、
一

O
頁。

一
四
同
右
、
七
三
頁
。

一
五
同
右
、
二
一
頁
。

一
六
同
右
、
一
二
頁
。

一
七
編
集
者
（
匿
名
）
「
姉
崎
博
士
の
信
仰
談
」
『
基
督
世
界
』
一
一
八

O
、

九
O
六
年
、
玉
頁
。

ームー
ノ＼七)¥ 
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一
八
平
井
金
三
「
予
が
立
脚
地
」
『
東
洋
哲
学
』
七
l
玉、

O
八
｜
O
九
頁
。

一
九
加
藤
剛
堂
「
鳴
呼
平
井
金
三
先
生
」
『
新
修
養
』
七
、

四
頁
。

一
八
九

O
年、

一
九
一
六
年
、
六

二
O
平
井
金
三
『
耶
蘇
偽
教
新
約
全
書
弾
劾
』
（
巻
一
）
成
文
舎
、

年
、
七
頁
。

同
右
、

一
二
頁
。

二
二
回
ロ
Nm
出
可
包
（
平
井
金
二
一
）

E
m
w
o
g
v
a
F
o
E
F
広
間

E
S
出
可
mtww



（
神
田
佐
一
郎
編
息
。

sss匂

ssshn旨
bhug、
日
本
ゅ

に
て
り
あ
ん
協
会
、
一
九

O
O年
、
六

O
頁）。

二
三
磯
前
順
一
「
近
代
に
お
け
る
「
宗
教
」
概
念
の
形
成
過
程
」
（
小
森
陽
一
・

千
野
香
識
・
酒
井
直
樹
・
成
田
龍
一
・
島
園
進
・
吉
見
俊
哉
編
『
岩
波

講
座
近
代
日
本
の
文
化
史
三
近
代
知
の
成
立
一
八
七

O
｜
一
九
一

0
年
代
一
』
岩
波
書
店
、
二

O
O
二
年
、
二
ハ
五
！
六
六
頁
）
。

二
四
一
八
七
七
年
か
ら
一
九

O
O年
の
聞
に
、
三
二
の
翻
訳
、
一
冊
の
研
究
書
、

多
数
の
論
文
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
永
井
道
雄
『
近
代
化
と
教
育
』
東
京

大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
［
初
出
一
九
六
九
年
］
、
一
五
二
頁
）
。

二
五
清
水
礼
子
訳
「
進
歩
に
つ
い
て
」
（
清
水
幾
太
郎
編
『
世
界
の
名
著
三
六

コ
ン
ト
、
ス
ベ
ン
サ
l
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七

O
年
、
四

O
六
頁
）
。

二
六
平
井
金
三
「
総
合
宗
教
」
『
活
論
』
二
、
一
八
九

O
年
、
一
三
頁
。

二
七
姉
崎
・
姉
崎
正
治
先
生
生
誕
百
周
年
記
念
会
前
掲
『
新
版
わ
が
生
涯
』

三
ー
四
頁
。

二
八
井
上
円
了
『
仏
教
活
論
序
論
』
哲
学
書
院
、

頁。

一
八
八
七
年
、

一五

i
一
九

二
九
井
上
円
了
『
破
邪
新
論
』
明
教
社
、
一
八
八
五
年
、
一
頁
。

三
O
石
黒
忠
恵
談
（
三
輪
政
一
編
『
井
上
円
了
先
生
』
大
空
社
、
一
九
九
三
年
、

八
六
頁
。

一
一
二
井
上
円
了
「
生
か
将
来
の
目
的
事
業
に
就
て
一
言
を
述
へ
以
て
知
友
同

士
に
告
く
」
『
日
本
人
』
三

O
、
一
八
八
七
年
、
六
頁
。

三
二
井
上
円
了
「
生
か
将
来
の
目
的
事
業
に
就
て
一
言
を
述
へ
以
て
知
友
同

士
に
告
く
（
承
前
）
」
『
日
本
人
』
コ
二
、
一
八
八
七
年
、
二
一
頁
。

三
三
同
右
、
二
一
ー
ー
二
二
頁
。

一
三
頁
。

三
四
同
右
、

三
五
同
右
、

三
六
井
上
円
了
『
真
理
金
針
続
編
』
法
蔵
館
、
一
八
八
六

l
八
七
年
、
三
八
頁
。

三
七
同
右
、
四
八
頁
。

三
八
姉
崎
・
姉
崎
正
治
先
生
生
誕
百
周
年
記
念
会
前
掲
『
新
版
わ
が
生
涯
』

二
八
、
三
七
頁
。

三
九
同
右
、
二
八
｜
二
九
、
三
七
｜
三
八
頁
。

四
O
喜
田
貞
吉
『
六
十
年
の
回
顧
』
喜
田
貞
吉
発
行
、
一
九
三
三
年
、
七
一
頁
。

一
三
頁
。

-10一




